
 

別記様式第１７号（規格Ａ４）（第４条関係）（その１）                                 
 

地域医療支援病院業務報告書 
 令和元年 10 月 7 日  

 
 群馬県知事 山本 一太 殿 
 

開設者 〒371-0025 
                     住 所  群馬県前橋市紅雲町 1 丁目 7 番 13 号 

氏 名  独立行政法人 地域医療機能推進機構 

群馬中央病院 院長 内 藤  浩 

電話番号  027-221-8165 

              
 
 

医療法第１２条の２の規定により、平成 29 年度の業務に関して下記のとおり報告します。 
 

記 
 １ 病院の開設者の住所及び氏名 

 
 

住所 
 

 
〒371-0025 

群馬県前橋市紅雲町１丁目７番１３号 

 
 

氏名 
 

 
独立行政法人 地域医療機能推進機構 群馬中央病院 

 
注 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄に

は法人の名称を記載すること。 
 
 ２ 病院の名称 

 
独立行政法人 地域医療機能推進機構 群馬中央病院 

 
 
 ３ 病院の所在地 

〒371-0025 

 群馬県前橋市紅雲町 1 丁目 7 番 13 号 
                        電話（ 027 ）221 － 8165 

  
 ４ 病床数 

 
精神病床 

 
感染症病床 

 
結核病床 

 
療養病床 

 
一般病床 

 
合  計 

床 
 

床 
 

床 
 

床 
 

333 床 
 

333 床 
 

 



 
 ５ 病院の施設の構造設備 

 
 

施設名 
 

 
 

設備概要 
 

 
 

集中治療室 
 

 
（主な設備）人口呼吸器・患者監視装置・輸液ポンプ・シリンジ   

ポンプ・除細動器等 
病床数 5 床 

 
 

化学検査室 
 

 
（主な設備） 生化学自動分析装置・グリコヘモグロビン分析装置 
       タンパク泳動装置・血液ガス分析装置・遠心機 
       ビリルビン分析装置・ヘマトクリット遠心機等 

 
 

細菌検査室 
 

 
（主な設備） 全自動測定機器・安心キャビネット・血液培養装置・ 
       顕微鏡・嫌気キャンバー・インキュベーター・遠心機等 
 

 
 

病理検査室 
 

 
（主な設備） 包理ブロック作成装置・自動封入器・自動包理装置 
       写真撮影装置・プッシュプル換気装置・自動染色機 
       遠心機・顕微鏡・ミクロトーム・クリオスタット等 

 
 

病理解剖室 
 

 
（主な設備） 小型高圧蒸気滅菌器・写真撮影装置・秤 
       吸引器等 
 

 
 

研 究 室 
 

 
（主な設備） パソコン・複写機・モニター 
 

 
 

講 義 室 
 

 
室数   3 室    収容定員     270 人 

 

 
 

図 書 室 
 

 
室数   1 室    蔵書数 1,402 冊程度 

 

 
救急用又は患者 

 
搬送用自動車 

  

 
（主な設備） 
 

保有台数  1 台 
 
 

医 薬 品 情 報 管 理 室 
 

 
専用室      

床面積 19.36 ㎡ 
 
 

  注 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器等を記載すること。 
 
 
 
 
 
 



（その２） 他の病院又は診療所から紹介された患者に対し医療を提供する体制が整備されているこ 

とを証する書類及び救急医療の提供実績 
 
 地域医療支援病院紹介率及び地域医療支援病院逆紹介率 

地域医療支援病院 
紹介率     

 

70.3％ 
 

算定 
期間 

 

 

30 年  4 月  1 日～  31 年  3 月  31 日 
 地域医療支援病院 

逆紹介率    

 

84.0％ 
 
 

算出 
 
 

根拠 
 
 

Ａ：紹介患者の数（開設者とは直接関係のない他の病

院 又 は 診 療 所 か ら 紹 介 状 に よ り 紹 介 さ れ た 者

数。初診の患者に限る。） 

 

8,929 人 
 

 
Ｂ：初診患者の数 

 
12,706 人 

 
Ｃ：逆紹介患者の数（開設者と直接関係のある他の病院

又は診療所に紹介した患者を除く。） 
 

10,677 人 
注 １）「地域医療支援病院紹介率」欄は、ＡをＢで除した数に１００を乗じて、小数点以下第１

位まで記載すること。 
  ２）「地域医療支援病院逆紹介率」欄は、ＣをＢで除した数に１００を乗じて、小数点以下第

１位まで記載すること。 
  ３）それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記載すること。 

 



（その３） 救急医療を提供する能力を有することを証する書類 
 
 １ 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況  別紙（1） 

 
№ 

 
職種 

 
氏   名 

 
勤務の態様 

 
勤務時間 

 
備考 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常勤   専従 
非常勤  非専従 

 
 

 
 

 
 ２ 重症救急患者のための病床の確保状況 

 
 
優先的に使用できる病床 

 

 
 

5 床 
 

 
 
専 用 病 床 

 

 
 

床 
 

  注 一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記載すること。 
 



 
 ３ 重症救急患者に必要な検査及び治療を行うために必要な診療施設の概要 別紙（2） 

 
 

施 設 名 
 

 
 

床 面 積 
 

 
 

設  備  概  要 
 

 
 
２４時間使用の可否 

 
 
 

㎡ 
 
（主な設備） 
 

 
 

 
 

㎡ 
 
（主な設備） 
 

 
 

 
 

㎡ 
 
（主な設備） 
 

 
 

 
 

㎡ 
 
（主な設備） 
 

 
 

 
 

㎡ 
 
（主な設備） 
 

 
 

 
 ４ 備考 

救急病院認定内容 ： 救急医療告示機関 昭和 39 年 7 月 14 日認定 
災害拠点病院   ： 地域災害医療センター 平成 24 年 4 月指定 
輪番制参加    ： 昭和 52 年 9 月 6 日参加  
注 特定の診療科において、重症救急患者の受入体制を確保する場合には、その旨を記載するこ

と。既に、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生省令第８号）に基づき群馬県知事の救急

病院の認定を受けている病院又は救急医療対策の整備事業について（昭和５２年７月６日付け

医発第６９２号厚生省医務局長通知）に基づき救急医療を実施している病院にあつては、その

旨を記載すること。 
 
 ５ 救急医療の提供の実績 

 
救急用又は患者輸送自動車により搬入し 

 
た救急患者の数 

           

 
1,812 人 

 
（   869 人） 

 
 

上記以外の救急患者の数 
 

 
3,053 人 

 
（  1,463 人） 

 
 

合        計 
 

 
4,865 人 

 
（  2,332 人） 

 
  注 １）それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記載すること。 

２）括弧内には、それぞれの患者数のうち入院を要した患者数を記載すること。 
 

 ６ 救急用又は患者輸送用自動車 
 
 

救急用又は患者輸送用自動車 
 

 
 

1 台 
 



（その４） 地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用（共同利用）のための体制が整

備されていることを証する書類 
 
 １ 前年度の共同利用の実績 

①  前年度において共同利用を行つた医療機関の延べ数：  117 件 
 

② ①のうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数： 117 件 
 
③ 共同利用に係る病床の病床利用率：  0 ％ 
 
注 前年度において共同利用を行つた実績がある場合において、当該前年度の共同利用を行つた

医療機関の延べ数、これらの医療機関のうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数、共同

利用に係る病床の病床利用率等を明記すること。 
 
 ２ 共同利用の範囲等 

①  共同利用を行つた建物、設備、器械又は器具の名称 
              ：MRI・CT・内視鏡（上部、下部）講義室 

 
② 開放病床：  5 床 
 
注 当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器械又は器具のうち、共同利用の対象とする予

定のものを明記すること。 
 
 ３ 共同利用の体制 
  ア 共同利用に関する規定の有無 有・無 
  イ 利用医師等登録制度の担当者 氏 名：内藤 浩 
                  職 種：院 長 
  注 共同利用に関する規定がある場合には、当該規定の写しを添付すること。 
 
 ４ 登録医療機関の名簿  別紙（3） 

 
 

医療機関名 
 

 
 

開 設 者 名 
 

 
 

住   所 
 

 
 

主たる診療科名 
 

 
地域医療支援病院開設者との 

 
経営上の関係        

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  注 当該病院と同一の二次医療圏に所在する医療機関のみ記載すること。 
 

 
 

常時共同利用可能な病床数 
 

 
 

5 床 
 



（その５） 地域医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせる能力を有することの証明 
 
 １ 研修の内容 

① 医学又は医療に関する講演会（学術講演会）：   4 回 
 

② 地域の医師等を含めた症例検討会：   12 回 
 

③ その他の研修会：   18 回 
 

 
 ２ 研修の実績 

 
 
（１）地域の医療従事者への実施回数 
 

 
 

34 回 
 

 
 
（２）（１）の合計研修者数 
 

 
 

1,931 人 
 

 注 １）研修は、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものであること。 
   ２）（２）には、前年度の研修者の実数を記載すること。 

 
 ３ 研修の体制 
  ア 研修プログラムの有無 有・無 

  イ 研修委員会設置の有無 有・無 

  ウ 研修指導者               別紙（4） 
 

修指導者氏名 
 

職  種 
 

診療科 
 

役 職 等 
 

臨床経験年数 
 

特 記 事 項 
 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 
 
 

  注 研修指導者のうち、教育責任者については、特記事項欄にその旨を記載すること。 
 
 ４ 研修実施のための施設及び設備の概要 

 
施  設  名 

 
床 面 積 

 
設   備   概   要 

講義室 156.56 ㎡ 
 
（主な設備）会議用テーブル・パソコン 

      プロジェクター 
 研修室 
 

23.60 ㎡ 
 
（主な設備）パソコン・プロジェクター 
 

 図書室 
 

64.42 ㎡ 
 
（主な設備）文献検索用パソコン・複写機 
     雑誌架 

 
 

㎡ 
 
（主な設備） 
 



 
（その６） 診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法 
 

 
 

管理責任者氏名 
 

 
 院長 内藤 浩 

 
 

管理担当者氏名 
 

 
 総務企画課長 早川 健夫 

 
 
 

記録の種類 
 

 
 

保管場所 
 

 
 

分  類  方  法 
 

診療に関する諸記録          
病院日誌、各科診療日誌、処方箋、手術

記録、看護記録、検査所見記録、エック

ス線写真、紹介状及び退院した患者に係

る入院期間中の診療経過の要約     

            

・総務企画課 
・医事課 
・診療カルテは 
 電子的保存 
 
 

年次順 
ID 番号管理 
個別管理 
 
 
 

 
 
 
 
 

病院の 
 
管理及び 
 
運営に 
 
関する 
 
諸記録 
  
 
 
 

 
 
共同利用の実績        
 

地域医療連携室 
 

 
 

 
救急医療の提供の実績     
 

医事課 
 

 
 
 

地域の医療従事者の資質の向上 
を図るための研修の実績    

地域医療連携室 
 

 
 

 
閲覧実績           
 

医事課 
 

 
 
 

紹介患者に対する医療提供及び 
他の病院又は診療所に対する患 
者紹介の実績の数を明らかにす 
る帳簿            

地域医療連携室 
 
 

 
 
 
 

注１）「保管場所」欄には、当該記録を保管する部署名を記載すること。 
 ２）「診療に関する諸記録」については、個々の記録について記載する必要はなく、諸記録の分

類方法及び全体としての管理方法の概略を記載すること。 
 

 
 



（その７） 診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 
 

 
 

閲覧責任者氏名 
 

 
   院長  内藤 浩 

 
 

閲覧担当者氏名 
 

 
  総務企画課長 早川 健夫 

 
 
閲覧の求めに応じる場所 

 

 
  図書室・医事課 

 

閲覧の手続の概要                                   
                                  
① 閲覧希望者より、書面にて診療記録等の開示申込書兼実費負担同意書を 

提出してもらう  
② 請求があった旨管理者に報告し、開示について問題がないか協議する 
③ 管理者は、開示の可否・範囲を決定する 
④ 閲覧希望者に開示の可否を書面又は電話連絡にて通知する 
⑤ 院内閲覧規定に則り、院内で開示を行う 
⑥ 閲覧に係る費用を申請者から徴収するものとする 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

前年度の総閲覧件数 
 

 
 

0 件 
 

 
 
 
 
 
 

閲 覧 者 別 
 

 

 
医師     

 
件 

 
 

歯科医師  
 

件 
 

 
地方公共団体 

 
件 

 
 

その他   
 

件 
 

 注 閲覧件数については、前年度の延べ件数を記載すること。 
 
 
 



（その８） 委員会の開催の実績 
 

 
 

委員会の開催回数 
 

 
 

1 回 
 

 
 

 
 

委員会における議論の概要 
 

開催日時 平成３1 年２月１８日（月） 

開催場所 群馬中央病院 別館２階 大会議室   午後１時３０分～ 

  【平成３０年度 前橋地区地域医療支援病院合同運営委員会】 

   前橋地区の地域医療支援病院４病院合同で運営委員会を開催した。 

   （群馬中央病院 前橋赤十字病院 群馬県済生会前橋病院 県立心臓血管センター） 

協議事項 

① 紹介患者への医療提供及び他院への患者紹介の実績 

② 救急医療提供の実績 

③ 共同利用の実績 

④ 地域医療従事者への研修・講演会等 

⑤ その他 

 
注 委員会の開催回数及び委員会における議論の概要（開催日、開催場所、協議事項、報告事項等）

については、前年度のものを記載すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（その９） 患者相談の実績 
 

 
 

患 者 相 談 を 行 う 場 所 
 

 
 
相談窓口・相談室・その他(病棟カンファレンス室) 
  

 

主として患者相談を行つた者 
（複数回答可） 

望月 裕子、友松 瑠実子、新井 真理 

 

 
 

 
 

患 者 相 談 件 数 
 

 
3,666 件 

 
  

 
患者相談の概要 

 
① 相談の類型 

 1）退院や転院に関すること 

 2）在宅ケアに関すること 

 3）医療費や経済的問題に関すること 

 4）家族関係や対人関係に関すること 

 5）心理的、情緒的問題に関すること 

 6）福祉制度や福祉サービスの利用に関すること 

 7）家事や育児に関すること 

 8）復学や復職などの社会復帰に関すること 

 9）虐待や暴力に関すること 

 10）受診受療に関すること 

 11）がん相談 

 12）苦情 

 13）その他 

  

② 相談に基づき講じた対策等 

    苦情については医療安全対策室と連携して対処し、患者相談の内容によっては、総合相談

窓口として他部署へ送致したり、医療安全対策委員会において協議し、対処している。 

 
 
 
 
 
注 １）患者相談件数については、前年度の延べ件数を記載すること。 
  ２）患者相談の概要については、相談内容を適切に分類し記載するとともに、相談に基づき講

じた対策等があれば併せて記載すること。また、個人が特定されないよう配慮すること。 



（その 10） その他の地域医療支援病院に求められる取組みに関する書類（任意） 
 
 １  病院の機能に関する第三者による評価 

 
病院の機能に関する第三者による評価の有無 

 
有・無 

 
 
 評価を行った機関名 ： 財団法人日本医療機能評価機構 

 認定機関      ： 2016 年 1 月 22 日～2021 年 1 月 21 日 

 機能種別版評価項目 ： 3rdG:Ver.1.1  

 初回認定      ： 2001 年 1 月 22 日  

 
注 病院の機能に関する第三者による評価は、公益財団法人日本医療機能評価機構等によるもの

であること。 
 
 ２  果たしている役割に関する情報発信 

 
果たしている役割に関する情報発信の有無 

 
有・無 

 
・ 情報発信の方法、内容等の概要 
地域の医療機関（在宅支援診療所等）、介護・福祉施設や、行政を対象に、多職種が集まる研究

会等を開き、顔のみえる関係の構築を図るとともに、在宅医療や、予防医学等に関する地域住民

への普及活動を行う。また、市民健康医学講座や認知症研修会などを開催し、かかりつけ医の推

奨と地域医療支援病院の役割を定期的に発信する。 

 
 ３  退院調整部門 

 
退院調整部門の有無 

 
有・無 

 
・ 退院調整部門の概要 
患者受入時からの情報共有と入退院センター設置により、入院前から退院困難な要因を有する

ものを抽出し、その上で対象患者に対して、入院早期より患者・家族との面談を行い、退院支

援計画に基づき院内退院支援職員と連携する医療機関職員・介護支援専門員等と連携をとりな

がら、在宅支援にむけて円滑に退院できるよう調整を行う。 

 
 ４  地域連携を促進するための取組み 

 
地域連携クリティカルパスの策定 

 
有・無 

 
・ 策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容 

  がん地域連携パス 胃がん・大腸がん・糖尿病 

・ 地域連携クリティカルパスを普及させるための取組み 

  市民健康医学講座や地域連携カンファレンスで、がんを含む様々な疾患に対しての講演を行

い、一般市民や地域の医療従事者に普及できるよう広報する。 

また、院内に連携パスのコーディネート業務を担う部署を置き、連携医療機関と切れ目の

ない治療をサポートするとともに、がん以外の疾患での連携パスの作成・普及に努める。 

 



3　重症救急患者に必要な検査及び治療を行うために必要な診療施設の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙 （2）

施　設　名 床　面　積 設　　備　　概　　要 24時間使用の可否
（㎡） 　　　　　　　　　　　　　　（主な設備）

病床数：5
設備：人工呼吸器、患者監視装置、除細動器 可

102.3 　　　　　輸液ポンプ、シリンジポンプ等

手術室 345.16 麻酔器、電気メス、患者監視装置等、シリンジポンプ 可
血液ガス測定装置、3D内視鏡手術システム等

全自動化学発光免疫測定装置、
生化学検査室 48.38 免疫化学自動分析装置、生化学自動分析装置、 可

自動電気泳動装置、血液ガス測定装置、遠心機等

全自動血液培養検査システム、全自動微生物検査シス
細菌検査室 61.39 テム、蛍光顕微鏡、ふ卵器、自動炭酸ガス細胞培養装置、 可

結核菌群核酸増幅同定検査装置、遠心器等

超音波診断装置、解析付多機能心電図、
生理 138.77 電子スパイロメータ、デジタル多用途脳波計、 可

医用トレッドミル、運動負荷用血圧監視装置
インピ-ダンスオージオメータ等

顕微鏡、自動固定包理装置、伸展機、自動封入装置、
病理検査室 56.1 振とう機、ホットプレート、カメラ、スタンド、クリオスタット、 可

遠心機、液状化検体細胞診システム等

63.6 上部消化管汎用ビデオスコープ、大腸ビデオスコープ、
光源装置、画像ファイリング装置、洗浄消毒装置 可
高周波装置等

ＣＴ室 58.22 ＧＥ社、64列 2台 可

ＭＲ室 50.96 ＳＩＥＭＥＮＳ社　3.0テスラ 可

アンギオ室 71.31 ＳＩＥＭＥＮＳ社　ＤＳＡ ＦＰＤ搭載 可

マンモ 20.38 ＧＥ社　アナログＦilm 可

骨塩 13.36 ＧＥ社　ＤＥＸＡ方式 可

一般撮影室 84.61 ＦＣＲ 可

透視室 22.58 東芝　ＤＲ 可

集中治療室

内視鏡室


